


も
の
未
来
を
考
え
る
議
員
連
盟
の

発
案
で
始
ま
り
、
２
０
１
０
年

ま
で
は
日
本
で
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
２
０
１
１
年
に
中
国

側
か
ら
の
要
請
に
よ
り
中
国
で
、

２
０
１
２
年
に
は
韓
国
で
開
催
。

以
降
３
国
の
持
ち
回
り
で
の
開
催

が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

２
０
１
２
年
以
来
２
回
目
の
韓
国

で
の
開
催
。
日
本
側
主
催
者
代
表

と
し
て
、
韓
国
、
中
国
の
各
協
力

機
関
に
対
し
感
謝
の
言
葉
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

翌
19
日
、
ソ
ウ
ル
か
ら
済
州
島

へ
。
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
済
州

島
で
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産

セ
ン
タ
ー
、
料
理
を
題
材
に
し
た

公
演
「
ナ
ン
タ
」
を
子
ど
も
達
と

鑑
賞
。
そ
の
後
、
済
州
道
の
元
喜

龍
（
ウ
ォ
ン
・
ヒ
リ
ョ
ン
）
知
事

と
お
会
い
し
、
一
緒
に
夕
食
を
。

済
州
は
観
光
が
主
産
業
の
島
で
、

韓
国
初
の
「
地
方
分
権
モ
デ
ル
道
」

と
し
て
「
済
州
特
別
自
治
道
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら

の
観
光
客
も
多
く
、
対
日
感
情
も

極
め
て
良
好
で
、
元
知
事
の
下
さ

ま
ざ
ま
な
先
進
的
な
取
組
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

20
日
朝
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に

ホ
テ
ル
で
朝
食
を
と
っ
た
後
、
済

州
を
離
れ
て
再
び
ソ
ウ
ル
へ
。
秋

に
日
本
で
開
催
予
定
の
、
日
韓
・

韓
日
議
員
連
盟
の
合
同
総
会
を
開

催
す
る
た
め
の
合
同
幹
事
会
を
開

催
し
ま
す
。
私
は
日
韓
議
員
連
盟

の
幹
事
長
を
務
め
て
お
り
、
韓
国

側
の
金
光
琳
（
キ
ム･

ガ
ン
リ
ム
）

幹
事
長
と
共
に
幹
事
会
を
取
り
ま

と
め
る
立
場
で
す
。
長
嶺
駐
韓
大

使
よ
り
最
新
の
韓
国
情
勢
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
後
、
韓
日
議
連

の
皆
さ
ん
が
歓
迎
晩
餐
会
を
主
催

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
李
洛
淵

国
務
総
理
（
元
韓
日
議
連
幹
事

長
）、
姜
昌
一
（
カ
ン･

チ
ャ
ン

イ
ル
）
韓
日
議
連
会
長
（
前
韓
日

議
連
幹
事
長
）
も
御
出
席
下
さ
り
、

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
北
東

ア
ジ
ア
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

翌
日
21
日
・
今
回
の
出
張
最
終

日
は
、
日
韓
・
韓
日
議
員
連
盟
の

合
同
幹
事
会
を
開
催
。
合
同
総
会

の
日
程
、
６
つ
あ
る
委
員
会
で
の

議
題
に
つ
い
て
、
金
幹
事
長
と
共

に
協
議
の
結
果
、
合
意
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
４
時
か

ら
青
瓦
台
を
訪
問
し
、
文
在
寅
大

統
領
を
表
敬
し
ま
し
た
。
日
本
側

額
賀
会
長
以
下
超
党
派
議
連
メ
ン

バ
ー
12
名
、
韓
国
側
姜
昌
一
会
長

他
幹
事
長
、
運
営
委
員
長
陪
席
の

元
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。
冒
頭
、
額
賀
会
長
か
ら
、
大

統
領
就
任
へ
の
祝
意
と
安
倍
総
理

と
の
電
話
会
談
・
直
接
会
談
も
あ

り
、
シ
ャ
ト
ル
外
交
も
提
言
さ
れ

て
お
り
、
日
韓
首
脳
間
の
良
い
ス

タ
ー
ト
に
安
心
と
期
待
感
を
寄
せ

て
い
る
と
話
し
か
け
、
先
の
大
統

領
の
徴
用
工
、
従
軍
慰
安
婦
問
題

の
言
及
に
対
し
日
本
側
の
懸
念
を

伝
え
ま
し
た
。
文
大
統
領
か
ら
は

徴
用
工
に
は
言
及
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
慰
安
婦
問
題
に
つ
い

て
は
、
韓
国
国
民
側
に
は
あ
の
合

意
を
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と

言
明
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
歴
史
問
題
は
む
つ
か
し
い
面
も

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
両
国
の
発

展
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

良
い
方
向
に
行
く
よ
う
に
最
善
を

尽
く
し
て
行
く
。
就
任
以
来
流
れ

は
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
」
と
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
側
議
連
幹
事

長
と
し
て
、
北
朝
鮮
の
暴
挙
に
対

峙
す
る
た
め
に
も
日
米
韓
の
安
全

保
障
上
の
連
携
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
大
統
領
の
未
来
志
向
的
な
考

え
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
来
年

が
金
大
中･

小
渕
恵
三
日
韓
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
20
周
年
に
当

た
る
の
で
、
文
大
統
領
の
元
で
両

国
の
間
に
再
度
韓
流
ブ
ー
ム
の
到

来
へ
の
期
待
感
を
伝
え
ま
し
た
。

将来の活動について議論をする日本人参加経験者の皆さん。

青瓦台にて、文大統領と日韓議連メンバーで懇談。

ソウルタワーにて子どもたちと。


